
都市像とまちづくりを進めるうえで大切にしたい価値観・重点的な取り組みの視点（再修正案） 
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① 杜の都 
緑の多様な機能を活かしたグリーンインフラの導入 

広瀬川・青葉山等自然環境資源活用、維持管理、景観政策 

② 防災環境都市 

震災の経験・教訓の継承・世界への発信、気候変動への適応 

最新技術の活用など災害対応力の向上 

生態系を基盤とした防災減災(Eco-DRR）、地域防災を担う人材育成 

プラスチック等資源循環 

③ 脱炭素社会 消費エネルギー削減、再生可能エネルギー導入促進 

④ 地域支え合い 
地域包括ケアの構築、地域共生社会、多職種の専門職による連携、

健康寿命延伸、各世代を通じた生活習慣予防等健康づくり 

⑤ 多様性 
障害の有無、性別、SOGI、国籍等の多様性を認め合う社会づくり

心のバリアフリー、ユニバーサルデザイン 

オリパラのレガシー（ボランティアや寄付文化の醸成など） 

⑥ 地域コミュニティ 
社会起業、住民をはじめ NPO や地元企業、 

商店街等多様な主体の連携(テーマ型コミュニティ含む) 

地域の担い手・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ人材育成、町内会活動活性化 

⑦ 子育て・教育 
切れ目のない支援、貧困対策、保育基盤整備・質の向上 

学校・家庭・社会教育の連携、不登校、いじめ問題、地域と連携

した育みの場づくり、学びの質の向上、自分づくり教育 

⑧ 生涯学習 
人生 100 年時代、高齢者の学び直し、 

地域の担い手発掘・多世代交流促進、歴史文化資産 

⑨ 学都 
地域課題解決・まちづくりへの参画、若者の地元定着 

大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ、知的資源の創出・活用 

大学間連携、地学連携・人材育成のプラットフォーム 

⑩ 働き方 
女性、高齢者、障害者等の活躍推進、仕事と家庭の両立 

地域貢献、働き方の多様性を含めた組織改革 

⑪ 生産性向上・ 

イノベーション 

次世代放射光施設、AI・IoT 活用・異分野連携 

リカレント教育、IT 人材育成、地域中核企業の育成、地産地消 

農業の高付加価値化 

⑫ 交流人口 
歴史文化資産など観光コンテンツ発掘・磨き上げ・魅力発信、 

インバウンド、ＭＩＣＥ誘致、楽都仙台、スポーツ交流 

⑬ 東北の中枢 
中枢拠点性向上、東北全体への誘客や周遊促進 

課題先進地東北における仙台の役割、大都市としての役割 

⑭ 機能集約 
機能的・効率的都市づくり 

誰にとっても安全、安心で利便性の高い総合交通体系構築 

⑮ 都心活力 
民間投資の呼び込み（稼ぐ都心・仙台駅周辺）、低未利用地の活用 

公共空間の有効活用、歩いて楽しいまち 

リノベーションまちづくり、回遊性向上 

⑯ 郊外地域 
地域特性を踏まえた地域づくり 

快適な居住環境づくり（空き家、空き地の活用など） 

買い物弱者・交通弱者対策、エリアマネジメント 
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市民協働の理念のもと、４つの都市個性を掛け合わせ、活かし合う、まちづくりの価値観を市民共有のものとし、 

ともに創意工夫と挑戦を重ね、仙台が仙台らしく輝ける新たな杜の都を目指す 

学び 
 

■恵まれた都市環境のもと

で集積された質の高い 

知的資源 

■学びの機会が身近にあり、

学びに積極的な市民性 

共生 

 

■社会問題への取り組みを

通じて形成された 

 市民の主体的な行動力 

■多様な価値観を尊重し合

う市民参画のもと築かれ

た共生の礎 

環境 

 

■これまでの歴史の中で 

守り育んできた美しく快

適な自然環境と生活環境 

■幾度の大災害から復興を

通じて培い、世界に発信し

てきた防災力・安全なまち

づくり 

活力 

 

■東北の中枢を担う都市と

しての高次な都市機能 

■東北と世界をつなぐ 

広域交流起点・経済活動の 

中心 

【横断的事項】 

「テクノロジー」 

「一人ひとりのアクション」 

■ 仙台を磨き伝える ～世界に輝く杜の都の深化と継承～ 

未来の状況 自助・共助・公助が浸透した世界に誇れる防災力を持ち、豊かな自然環境を活かした快適で品格のある都

市環境が構築された世界に類のない個性的な都市ブランドの確立 

取組イメージ 【杜の都の深化と継承】杜の都の資産の活用・保全管理、景観への配慮の強化、グリーンインフラ導入 

       【防災環境都市】東日本大震災の教訓の継承・発信、災害対応力強化、脱炭素社会に向けた施策展開 

■ 仙台で活きる ～多様性が活きるまちの実現～ 

未来の状況 立場や状況に関わらず、自分を相手に伝え、そして相手も受け止める、互いに相手をおもんぱかった関係

が自然に構築され、また、様々な価値観・立場の方々の考えをより良いまちづくりのために活かし合える社会の形成 

取組イメージ 【共生交流社会】オリパラのレガシー、様々なツールを生かした多世代・多様な主体間の交流環境創出 

【支え合いと社会参画】心と命を守る支え合いの基盤づくり、生きがいを感じ活躍できる環境の構築 

■ 仙台で暮らす ～地域コミュニティの強化～ 

未来の状況 人口減少・少子高齢化社会への対応に向け、基礎的な地域団体である町内会をはじめ、ＮＰＯや企業、学

校など多様な主体が「協働」を積極的に実践することで、顔の見える関係が広がり、誰もが安全に安心して暮らせる

地域社会の形成 

取組イメージ 【地域団体等の体制強化】町内会等地域団体やＮＰＯ等市民活動団体が活動を継続できる環境づくり 

       【地域課題解決への連携】課題のテーマに即して、多様な主体が連携しやすい環境づくり 

       【快適な居住環境】都心部・郊外地域それぞれの地域特性に応じた安全安心で快適な居住環境の確保 

■ 仙台で育つ ～子ども・子育て応援まちづくり～ 

未来の状況 子どもたちとの関わりを通じて家庭、学校、地域などが相互に協力し連帯感を深め、このまちで子どもを

産んで良かった、育てることができて良かったと思える環境をつくり、子どもたちが安心して学び遊んで、心身とも

にたくましく育ち、社会に羽ばたける地域社会の形成 

取組イメージ 【子育て応援社会】地域社会全体で見守る環境づくり、全市的な子育て支援ネットワークの構築 

【学びの充実】豊かな心や健やかな体、思いやりや考える力を育み社会環境変化に適応できる子の育成 

■ 仙台で学ぶ・活かす ～学びの環境づくりとチャレンジ応援～ 

未来の状況 多彩な学びを享受できる環境の充実が図られるとともに、大学をはじめとした教育機関のほか、学生や児

童生徒が地域づくりに関わり、様々な主体とともに積極的に学び合える環境が構築され、あらゆるライフステージに

おいて学びを活躍につなげる、チャレンジを応援するまちの実現 

取組イメージ 【地学連携】教育機関（学生等）と地域など多様な主体がつながり、地域づくりを実践する場の創出 

       【地域における学び・体験機会の創出】多世代交流、地域の学びを通じた地域への愛着の喚起 

【多様な学びの環境の充実】生涯学習や文化芸術、学び直しなど目的に応じた多様な学びの機会の創出 

■ 仙台で働く ～働く場所として選ばれる環境づくり～ 

未来の状況 地元企業の経営力・魅力が向上し、付加価値の高い産業の集積、働きがいやチャレンジしやすいといった

観点で、働く場所として選ばれ、多様な人材の力が地域経済の活性化を促進させるまちの実現 

取組イメージ 【地元企業等支援】成長・チャレンジの支援による企業の魅力向上、雇用確保に向けた発信力強化 

【イノベーションによる成長促進】ＩＣＴによる産業の高度化、起業・創業などの環境づくり 

【多様な働き方】柔軟な就労の実現、リカレント教育等スキルアップに取り組みやすい環境づくり 

■ 躍動する仙台を創る ～都心再構築と交流都市づくり～ 

未来の状況：東北の中枢である仙台を象徴するエリアとして、都心においてビジネス面を中心に民間投資を呼び込む魅

力的な都市機能を備えるとともに、国内外から人が交流を求め集う、楽しめるまちとしての活力と賑わいの創出 

取組イメージ 【投資促進】賑わい創出に資するビルの建設誘導、老朽化建築物の改修・更新の促進など 

       【賑わい創出】面的な賑わい創出（回遊性向上、公共空間の有効活用、中心部商店街活性化） 

       【交流人口拡大】拠点性の向上、交流人口ビジネスの活性化（観光資源充実、東北の魅力の発信強化等） 
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